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１
．
地
域
計
画
素
案
の
策
定
と
、
地

域
の
課
題
に
応
じ
た
支
援
の
提
示

２
．
将
来
の
大
阪
農
業
を
支
え
る
農

業
経
営
成
長
モ
デ
ル
の
策
定
と
農

業
者
の
誘
導

３
．
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
大
阪
産

今
回
、
基
本
方
針
の

経
営
計
画
の
所
得
目
標

と
、
集
積
率
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
市
町
村
の
「
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
」
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
目
標
見
直
し
が

進
め
ら
れ
る
。

こ
の
基
本
構
想
の
目

標
見
直
し
は
、
現
在
、

地
域
計
画
の
策
定
を
進

め
る
市
町
村
に
大
き
く

関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
計
画
に
は
、
集

積
率
目
標
と
担
い
手
の

属
性
を
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
、
基
本
構
想
に

位
置
付
け
ら
れ
た
各
市

町
村
の
所
得
目
標
、
集

積
率
が
集
落
で
の
農
業

の
将
来
像
の
話
合
い
を

通
じ
て
地
域
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
、

そ
の
計
画
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

基
本
方
針
で
経
営
計
画
の
所
得
目

標
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら
、
認
定
農

業
者
等
の
対
象
者
が
広
が
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
趣
旨
に
則

令
和
３
年
民
法
・
不
動
産
登
記
法

改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
義
務
で
な

か
っ
た
不
動
産
の
相
続
登
記
の
申
請

が
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化

さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
相
続
未
登
記
な
ど
が
理

由
で
所
有
者
不
明
土
地
が
増
加
し
、

公
共
事
業
の
用
地
取
得
や
災
害
復
興

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
ほ
か
、
適

切
に
管
理
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
近

隣
住
民
へ
の
被
害
の
懸
念
な
ど
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
と

り
わ
け
農
地
に
つ
い
て
も
、
特
に
利

用
価
値
が
低
か
っ
た
り
、
相
続
人
に

と
っ
て
不
要
と
判
断
さ
れ
た
農
地
は
、

相
続
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
り
相
続
未

登
記
に
至
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
散
見
さ

れ
て
お
り
、
農
地
の
適
正
利
用
や
集

積
・
集
約
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。こ

れ
を
受
け
て
、
相
続
や
遺
贈
な

ど
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
に
対
し
、
相
続
登
記
申
請
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
。
対

象
に
は
、“
施
行
日
よ
り
前
に
”
不

動
産
を
相
続
し
て
現
時
点
で
名
義
変

更
を
行
っ
て
い
な
い
者
も
含
ま
れ
る
。

申
請
義
務
の
履
行
期
間
は
、
相
続

の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か

つ
、
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
（
施
行
日
前
に
発
生
し
た

相
続
は
施
行
日
）
か
ら
３
年
以
内
。

正
当
な
理
由
な
く
登
記
の
申
請
を

怠
っ
た
場
合
は
10
万
円
以
下
の
過
料

の
適
用
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
遺
産
分
割
協
議
に
よ
る
相

続
人
間
の
合
意
が
ま
と
ま
ら
な
い
な

ど
、
速
や
か
な
相
続
登
記
申
請
が
難

し
い
場
合
で
も
、
自
ら
が
相
続
人
で

あ
る
こ
と
を
申
告
す
れ
ば
相
続
登
記

の
申
請
義
務
を
果
た
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
「
相
続
人
申
告
登
記
」
の

制
度
が
あ
わ
せ
て
施
行
さ
れ
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
欲
し
い
。

相
続
人
に
対
し
て
期
間
内
に
相
続

登
記
を
必
ず
行
う
こ
と
、
円
滑
な
相

続
登
記
申
請
の
た
め
、
農
業
委
員
会

で
も
、
申
請
に
必
要
な
書
類
・
手
続

き
を
案
内
し
て
欲
し
い
。

（
沼
田
）

こ
の
よ
う
に
、
現
在
作
業
中
の
各

市
町
村
基
本
構
想
の
見
直
し
は
、
7

年
3
月
末
ま
で
に
策
定
す
る
地
域
計

画
と
の
整
合
性
に
留
意
し
つ
つ
、
各

市
町
村
の
担
い
手
等
の
現
状
を
踏
ま

え
た
変
更
が
必
要
と
な
る
。

市
町
村
は
基
本
構
想
の
見
直
し
作

り
市
町
村
の
基
本
構
想
を
見
直
す
こ

と
は
、
地
域
計
画
で
記
載
す
る
地
域

の
農
業
を
担
う
者
一
覧
に
記
載
す
る

認
定
農
業
者
、
新
規
認
定
農
業
者
な

ど
の
対
象
者
が
広
が
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
の
地
域
計
画
の
策
定
に
影
響
す

る
。

業
を
進
め
、
2
月
下
旬
を
目
途
に
府

に
変
更
に
つ
い
て
の
同
意
を
求
め
る
。

そ
の
後
、
府
が
各
農
業
団
体
等
に
意

見
を
求
め
、
今
年
度
末
を
目
途
に
市

町
村
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
。

（
藤
岡
）

②
食
料
安
全
保
障
に
関
し
て
必
要
な

生
産
量
と
確
保
す
べ
き
農
地
面

積
・
農
業
従
事
者
の
想
定
と
、
農

地
と
農
業
従
事
者
を
確
保
す
る
た

め
の
所
得
補
償
制
度
の
導
入

③
国
は
水
田
余
剰
を
畑
へ
の
転
換
利

用
を
施
策
に
し
て
い
る
が
、
水
田

は
多
様
な
機
能
を
有
す
る
た
め
、

そ
の
環
境
機
能
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
水
田
と
し
て
機
能
維
持

す
る
保
全
施
策
を
講
じ
る
。

（
２
）
農
地
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
こ
と

①
農
地
法
３
条
の
権
利
取
得
に
あ
た

り
、
不
適
切
な
取
得
は
遡
及
し
て

許
可
の
取
り
消
し
、
そ
の
履
歴
の

共
有
、
そ
の
後
の
権
利
取
得
の
審

査
厳
格
化

②
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整

備
事
業
の
受
益
面
積
の
要
件
の
引

き
下
げ
な
ど
弾
力
的
な
対
応
と
、

地
域
計
画
策
定
地
区
で
の
道
水
路

整
備
な
ど
、
小
規
模
整
備
に
対
す

る
支
援
の
拡
充

③
農
業
振
興
地
域
で
の
営
農
型
太
陽

光
発
電
の
設
置
は
適
正
な
廃
棄
処

理
を
担
保
す
る
施
策
を
講
じ
る

（
３
）
地
域
計
画
の
策
定
及
び
策
定

後
の
農
業
委
員
会
組
織
の
体
制
の

整
備
と
予
算
の
確
保

（
も
ん
）
の
Ｐ
Ｒ

４
．
国
に
働
き
か
け
る
事
項

（
１
）
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

①
外
国
産
飼
料
に
代
わ
る
米
の
多
用

途
利
用
の
推
進
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府
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
概
要

来
月
か
ら
開
始

相
続
登
記
義
務
化
の
周
知
を

年度末目途に市町村基本構想


